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平成 27年 3月    
東北大学史料館   
定年退職教員業績リスト 
氏名：柳田俊雄（Yanagida Toshio） 
最終所属部局・職名：東北大学総合学術博物館・教授 
生年月日：1949年 7月 29日 
出身学校：1969 年同志社大学文学部文化学科卒業 
出身大学院：1975 年 東北大学大学院文学研究科博士課程前期入学 
 1980 年 東北大学大学院文学研究科博士課程後期単位修得終了 
取得学位：1975 年 文学修士 
略歴(職歴)：  
・1973 年～1974 年 宮城県教育庁文化財保護課嘱託 
・1980 年～1981 年  帝塚山大学教養学部 助手 
・1981 年～1998 年 郡山女子大学短期大学部文化学科 常勤講師・助教授 
・1998 年～2015 年 東北大学総合学術博物館教授 
・2010 年～2013 年 東北大学総合学術博物館館長 
・2015 年３月 東北大学総合学術博物館教授定年退職 
専門分野：日本考古学の研究 
研究課題：日本列島の旧石器時代の研究 
所属学会：日本考古学協会、東北史学会、東北日本の旧石器文化を語る会、 
     旧石器文化談話会 
学会活動：1998年～2008年 東北史学会・評議委員・理事・編集委員 
2008年～2015年 東北日本の旧石器文化を語る会世話人代表（会長） 
1998年～2008年 旧石器文化談話会副会長・評議委員・会誌編集委員 
学術受賞：2001年 第９回 岩宿文化賞を群馬県笠懸町（現みどり市）より贈与 
競争的資金獲得実績：  
① 2000年～2003年 基盤研究Ｃ(2)「日本前・中期旧石器時代の編年と地域性の解明」 
          （日本学術振興会より研究経費 3,800千円） 
② 2009～2011年 基盤研究Ｃ(2)「東北大学の旧石器のアジア的位置づけ」 
           （日本学術振興会より研究経費 3,510千円） 
担当授業科目： 
 ・一般教育：①基礎ゼミ ②現代学問論 
 ・学部専門教育：①考古学基礎実習 ②考古学各論    
 ・学芸員課程：①博物館資料論 ②博物館実習Ⅵ 
 ・大学院教育：①博物館資料論特論 ②考古学研究実習Ⅰ ③考古学研究実習Ⅱ 
        ④課題研究   
 
学内委員等： 
・学術資源研究公開センター：博物館運営委員 
・総合学術博物館展示専門委員会：委員長 
・総合学術博物館運営委員会、同収蔵専門委員会：委員 
・東北大学総合学術博物館紀要：編集委員 
・埋蔵文化財調査研究センタ一運営委員会、同専門委員会：委員 
・安全衛生委員会：委員（理学研究科等事業場） 
・東北大学学術資源研究公開センター（総合学術博物館・植物園）教授選考委員会：委員 
・その他の学内活動：「アイヌの人々の遺骨の適正な保管・管理等に関するＴＦ」の 
          メンバーに入る。 
学外の社会活動： 
① 1998年 企画展 東北大学総合学術博物館 （柳田俊雄・佐藤智洋・根本潤） 
『特別展示：東北地方から発見された古人骨－縄文から現代まで－』 
② 2007年 企画展 東北大学 『東北大学創立 100 周年記念展示 東北大学の至宝－資
料が語る 1世紀－』 
③ 2012年 企画展 東北大学総合学術博物館（柳田俊雄）、韓国朝鮮大学校博物館（李 
起吉教授）、仙台市富沢遺跡保存館(仙台市教育委員会) との共同開催で『氷河期の人類
─石器と遺跡からみる仙台と韓国光州』（韓国光州市と仙台市との友好姉妹都市 10周年
を記念して） 
④ 2013 年 企画展 東北大学総合学術博物館，東北歴史博物館，福島県立博物館編との
共同開催で『企画展 東北大学総合学術博物館のすべて XIII 考古学からの挑戦─東北大
学考古学研究の軌跡─』 
行政機関・企業・ＮＰＯ等参加各種委員など：  
・1996年～1997年 二本松市史編さん委員会考古専門部会・専門研究委員 
・1997年～1999年 郡山市教育委員会文化財保護審議会委員 
・1999年～2015年 福島県立博物館収集展示委員会委員 
・2003年～2010年 東北歴史博物館協議会資料収集専門部会委員 
（研究業績リスト） 
  Ⅰ. 著書・図録編 
１. 芹澤長介編 1978 東北大学文学部考古学研究室 考古学資料集『岩戸－大分県大野郡
清川村岩戸旧石器時代時代出土資料－』第２冊「岩戸遺跡の層序と遺物」（分担執筆） 
２．芹澤長介編 1978 東北大学文学部考古学研究室 考古学資料集『切込－宮城県加美郡
宮崎町切込西山磁器工房－』（分担執筆） 
３．石器文化研究会編 1991「シンポジュウム ＡＴ降灰以前の石器文化－関東地方における
変遷と列島対比－３. 日本列島の様相と対比  北海道・東北地方の様相－東北地方を中心と
して－」『石器文化研究』第３号 pp. 63～91（分担執筆：藤原妃敏と共著） 
４. 東北大学編 2007 東北大学創立 100周年記念展示図録「東北大学の至宝－資料が語る 
1世紀」（分担執筆：５ 赤煉瓦書庫 pp. 41～56） 
５.「ものがたり 東北大学の至宝」 編集委員会編 2009 『ものがたり 東北大学の至宝』 (共
同編集)（分担執筆：第 6章 赤レンガ書庫至宝－縄文の華 亀ヶ岡文化の工芸品－pp.69～
81) 東北大学出版会 
６. 東北大学総合学術博物館，東北歴史博物館，福島県立博物館編(共同編集) 2013  
展示図録 『企画展 東北大学総合学術博物館のすべて XIII 考古学からの挑戦─東北大学
考古学研究の軌跡─』（分担執筆：第１章 人類文化の起源を求めて～最古の狩人たち～」 
（柳田俊雄・鹿又喜隆 pp.1～12）  
 Ⅱ. 論 文 
１. 柳田俊雄 1974「截断面ある石器」『ふたがみ』 同志社大学旧石器談話会 学生社 pp.163
～173 
２. 柳田俊雄 1977「瀬戸内東部及び近畿地方における旧石器時代研究の現状と問題点一特
に研究過程における方法論をめぐって－」『プレリユード』第 20号 pp. l～13 
３. 柳田俊雄 1979「近畿地方における国府石器群の様相一剥片生産技術の多様性－」『考古
学ジャーナル』N0.167  pp.53～57 
４. 柳田俊雄「ナイフ形石器にみられる剥片生産技術」『旧石器考古学』第 21 号 pp.205～
212 
５. 柳田俊雄・藤原妃敏 1981「瀬戸内技法と石刃技法一調整技術のもつ意味－」『旧石器考
古学』第 23号 pp.29～40 
 ６. 柳田俊雄 1982「瀬戸内技法の打面調整の意味」『郡山女子大学紀要』第 18集 pp．197
～208 
7. 柳田俊雄 1983「大分県岩戸遺跡第Ⅰ文化層出土の石器群の分析とその位置づけ」『考古
学論叢Ⅰ』芹沢長介先生還暦記念論文集刊行会編 pp.25～62 
８. 柳田俊雄 1984「瀬戸内技法一特集石器製作法」『考古学ジャーナル』No.229 pp.11～15 
９. 柳田俊雄 1985「大分県岩戸Ⅰの瀬戸内技法」『旧石器考古学』第 30号 pp.39～48 
10. 柳田俊雄 1987「阿武隈川流域における旧石器時代の研究１一福島県石川郡石川町背戸
Ｂ遺跡の発掘調査報告（Ⅰ）一」『福島考古』第 28号 pp.1～32 
11. 柳田俊雄 1988「東九州の石刃技法の変遷」『古代文化』第 40巻 第 7号 pp.1～18 
12. 柳田俊雄 1989a「九州地方後期旧石器時代の終末期におけるナイフ形石器の形態的特徴
－西北・東九州を中心に－」『旧石器考古学』第 38号 pp.143～152 
13. 柳田俊雄 1989b「短大における学芸員課程について－過去７年間の郡山女子短大文化学
科の事例から－」『全国大学博物館学講座協議会紀要－創刊号－』 
14. 柳田俊雄 1989c年「会津地方の磁器生産について－会津若松市蚕養窯跡出土の飯茶碗と
湯飲み茶碗を中心に－」『郡山女子大学紀要』第 25集 pp.103～119 
15. 柳田俊雄 1990a「阿武隈川流域における旧石器時代の研究２－福島県石川郡石川町背戸
Ｂ遺跡の第４次発掘調査報告（Ⅱ）－」『郡山女子大学紀要』第 26集 pp.225～241 
16.  柳田俊雄 1990b「福島県会津若松市笹山原Ａ遺跡出土の旧石器時代の石器群と姶良Ｔ
ｎ（ＡＴ）火山灰の層位について」『鈴木敬治教授退官記念論誌集』pp.93～102 
17. 柳田俊雄 1990c年「会津若松市蚕養窯内の井戸跡出土の陶磁器類－福島県内の磁器窯と
の関連で－」『伊東信雄先生追悼 考古学古代史論攷』 伊東信雄先生追悼論文集刊行会編 
pp.611～626 
18. 柳田俊雄 1991「東北地方南部における後期旧石器時代後半の石器群について－背戸Ｂ
遺跡の石器群と福島県内の当該期の石器群を比較して－」『旧石器考古学』42 pp. 41～54 
19. 柳田俊雄 1995a「東北地方南部における後期旧石器時代前半期の石刃技法－会津笹山原
遺跡群の２石器群検討から－」『旧石器考古学』50 pp.３～15 
20. 柳田俊雄 1995b 「会津笹山原遺跡の旧石器時代石器群の研究－石刃技法を主体とする石
器群を中心に－（Ａ）笹山原Ａ遺跡－」『郡山女子大学紀要』第 31集 第２号 pp.１～90 
21. 柳田俊雄 2000「東北地方南部の後期旧石器時代前半期の石器群の出土層位をめぐって」
『一所懸命』佐藤広史君追悼論文集 佐藤広史君を偲ぶ会 pp.67～80 
22. 柳田俊雄 2003「東北地方中南部地域の「暗色帯」とそれに対応する層から出土する石器
群の特徴について」『Bulletin of the Tohoku  University Museum』No.３ pp.69～89 
23. 柳田俊雄 2004a「早水台遺跡の第６・７次発掘調査の概要」『九州旧石器』 第８号 pp.25
～38 
24. 柳田俊雄 2004b「日本列島内の前・中期旧石器時代の編年研究の解明〈その１〉－九州
地方における３万年前以前の石器群について－」『東北大学歴史資源アーカイブの構築と社
会的メディア化』 平成 16年度東北大学教育研究共同プロジェクト成果報告書  pp.17～37 
25. 柳田俊雄 2007「東北地方の地域編年」『旧石器時代の地域編年的研究』 安斎正人・佐藤
宏之編 pp.141～172 
26. 柳田俊雄・小野章太郎 2007「大分県早水台遺跡第６・７次発掘調査の研究報告―日本
前期旧石器時代の編年と地域性の研究―」『Bulletin of the Tohoku University Museum』
No.7 pp.1～114 
27.柳田俊雄 2008「早水台遺跡の小型石器について－第６・７次の調査資料から－」『芹沢
長介先生追悼 考古・民族・歴史学論叢』－芹沢長介先生追悼論文集刊行会編  pp.131～
142 
28. 柳田俊雄 2010「大分県岩戸遺跡における三調査の整理と再評価－本石器群の層位的事
例と九州地方の旧石器時代編年－」『Bulletin of the Tohoku University Museum』 No.9 
pp.49～110 
29. 柳田俊雄 2011a「大分県早水台遺跡第８次発掘調査の研究報告」『Bulletin of the 
Tohoku University Museum』 No.10  pp.1～133 
30. 柳田俊雄 2011b「大分県早水台遺跡出土の下層石器群の概要－第 8次調査の整理作業を 
終て－」『宮城考古』第 13号 pp. 31-44 
31. 柳田俊雄 2012a「大分県早水台遺跡下層出土石器群と東海地方二遺跡の比較研究」」『東
北文化研究室紀要』 通巻第 53集 pp.1～27 
32. 柳田俊雄 2012b「日本列島の旧石器時代編年と地域性の成立について－東北地方と九
州地方の資料群の比較から－」『東北文化研究室紀要』通巻第 54集 pp. 102～124． 
33. 柳田俊雄  伝田惠隆 佐々木智穂 鹿又喜隆 阿子島 香 2012c「最上川流域の後期
旧石器時代の研究 上ミ野Ａ遺跡 第３次発掘調査報告書-２ 」『Bulletin of the Tohoku 
University Museum』No.11 pp.1～200 
34. 柳田俊雄 2013「日本列島の東北地方と九州地方の後期旧石器時代石器群の比較研究」 
『Bulletin of the Tohoku University Museum』No.12 pp.25～44 
35. 柳田俊雄 2014「栃木県星野遺跡第８文化層出土の石器群の位置づけ」『Bulletin of the 
Tohoku University Museum』No.13 pp.13～30 
36. 柳田俊雄 2014 「大分県岩戸遺跡第Ⅰ文化層における瀬戸内技法」『九州旧石器』第 17
号 pp.1～10 
37．柳田俊雄 2014 「群馬県鶴ヶ谷東遺跡発掘調査の研究報告－日本前期旧石器時代の研
究－」（阿子島香と共著）『Bulletin of the Tohoku University Museum』No.14  
 
  Ⅲ. 調査報告書等 
１. 柳田俊雄 1979a「① 明黄褐色砂礫層と黄褐色粘土層出土の遺物について」 『二上山・
桜ヶ丘遺跡』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告 第 38 冊 奈良県立橿原考古学研究所
編 pp. 96～117 
２. 柳田俊雄・清水宗昭・高橋信武 1980『岩戸遺跡発掘調査概報－大分県清川村所在の
旧石器・縄文時代遺跡第 3次調査－』清川村教育委員会 
３. 柳田俊雄・早田 勉 1996「福島県須賀川市乙字ヶ滝遺跡の発掘調査報告－後期旧石器
時代前半期の石器群－」『福島考古』第 37号 pp.１～22 
４. 柳田俊雄 1984年『蚕養窯跡発掘調査概報（１）』会津若松市教育委員会 
５. 柳田俊雄・清水宗昭・須田良平・高橋信武 1986 『大分県岩戸遺跡－大分県大野 
郡清川村所在の旧石器時代遺跡第 3次調査報告書－』清川村教育委員会 
６. 柳田俊雄 1987「福島県棚倉町胡麻沢遺跡発見の旧石器一東内野型尖頭器の削片を含む
資料一」『奥久慈考古』第６号 pp.１～４ 
７. 柳田俊雄 1990『蚕養窯跡発掘調査報告』会津若松市文化財報告書 第 15号 会津若松 
市教育委員会 
８. 柳田俊雄 須藤 隆 2003 「特集 前期旧石器研究 40年―大分県日出町早水台遺跡 
第６・７次発掘調査―」『月刊 考古学ジャ一ナル６』No.50 pp.33～36 
９. 柳田俊雄 2005「４．山本遺跡」『西会津町史』別巻３・考古資料 pp. 184～200 
Ⅳ．学界動向の論評 
１. 柳田俊雄 1978「1977 年の動向一旧石器時代－」『考古学ジャーナル』N0. 167 pp. 53
～57 
２. 柳田俊雄 1985「1984 年一旧石器時代の動向－特集・1984 年の考古学界動向－」『考古
学ジャーナル』N0. 247 pp. ４～17(藤原妃敏と共著) 
３. 柳田俊雄 1986「２．1983 年度 旧石器時代研究の動向－東日本一」『日本考古学年報』
３６（1983年度版）pp.７～９ 
４. 柳田俊雄 1990 年「近畿・瀬戸内地方における旧石器編年研究の回顧と展望－旧石器考
古学特集号に寄せて－」『旧石器考古学』第 38号 pp.143～152 
5. 柳田俊雄 1993「1992年の考古学界動向－旧石器時代（東日本）一」『考古学ジャーナル』
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